
 

 

 

総合～身近な福祉を見つけよう～ 

 １年生の総合的な学習の時間では，ＳＤＧｓを題材に，「目標３す

べての人に健康と福祉を」を中心に学習をすすめています。６月１０

日(金)の総合学習の授業では，タブレットを持ち帰って写真を撮って

きた「身近な福祉」を紹介し合いました。 

 豊橋駅のスロープ，高さの違う手すりや公衆電話，身体障がい者用

の駐車場，点字ブロック，自動販売機のボタンなど，街にある福祉

や，トイレや洗濯機の点字など家の中にある身近な福祉を見つけてき

た人もいました。エレベータ内にある鏡の意味を知っている人がいて

驚きました。あの鏡は，車いすの人がバッグで出るためのバックミラ

ーなのですね。それが，防犯などにも役立ち，「すべての人に役立つ

物」になっています。 

 今後，１年生の総合学習では，「目標３すべての人に健康や福祉を」の目標をもとに，自分でテーマを

決めて調べ学習をし，ポスターにまとめていく活動に入っていきます。自分の興味あることを見つけ調べ

ていくことで，新たな発見をして，視野の広い中学生になっていくことを願っています。 

＜みんなが見つけた身近な福祉＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

豊橋市立羽田中学校 

 １年生 No.１２  

令和４年６月１３日 

点字のついた洗濯機 おもいやり駐車スペース 

車いすの人も利用できる改札口 

点字の運賃表 

高さの違う公衆電話 


